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ま え が き

前稿 ｢リス語比較研究｣1)において,アカ (Akha)語,ビス (Bisu)語およびビルマ語を比

較して, リス (Lisu)語の形式が異源語であると考えられる形態素のうち,まず倍用語をとり

上げ,つづいて同源形式を対象に,初頭音素の対応通則をい くつか設定 した｡本稿は,その続

編として, リス語の母音音素の来源を追求するとともに,いわゆる異源語の中の若干の形式に

ついて,その系統をさぐることを目標にしている｡

リス語がビルマ語およびアカ語,ビス語,ラフ語と同じ系統の言葉であることは,前稿にお

いても,すでに十分に論証されて疑うことができないと思 う｡したがって,細かい対応通則を

追求する目的は, リス語の形式がはたしてほかの言葉のどの形式と対応するかということと,

ほかの言葉の対応形式からリス語の歴史を推測できること,そして,さらにその対応の仕方か

ら, リス語がこの一群の言葉の中で,どのような位置を占めるべきであるかを決定することに

ある｡もちろん,一つの言葉を特定の言語グループ内に偉吊づける仕事は,同源形式の分布度

合と音素対応の性格のみにもとづ くことは危険であるけれども,この二つの要件が,その決定

に有力な根拠を提供することは事実である｡

本稿においても,同源形式の発見と音素対応通則の設定を通 じて, リス語 とその親近語,ど

ス語,アカ語,ビルマ語,そしてラフ (Lahu)語 との関係を解明する｡その手続として,前稿

においてたてた通則 (Rules18-57)を基準に, リス語を対象とした新 しい通則を設定 していき

たいOたとえさきに設けた通則が リス語に関しては役割を果たさな くても,それらが排除また

は改変されたことにはならない｡

1) 『東南アジア研究』第6巻第1号(1968),pp･2-35.
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東 南 ア ジア研 究 等6巻 第2号 ､

Ⅰ 母音音素の対応通則

ビス語,アカ語,中古ビルマ語の母音音素 (-Ⅴ)および 母音 と末尾子音の連続形式 (-VC)

の目録は,｢ビス語の系統(続)｣に おいて 提出した｡ここではリス語 および ラフ ･シ (Lahu

Shi)語,ラフ ･ナ (LahuNa)語の目録を掲げたい｡2)

この 3言語の単純母音音素は,つぎの体系をもっている｡

Lisu i- e- ze--y- α- uI- 首- a-･u- 0 10母音システム

LahuShi i- e- E- ち- a- u - 0 - 〇 8母音 システム

LahuNa 1- e- u - a- u - 0 6母音 システム

母音体系の類型からいうと, リス語は 41-4+2システム,ラフ ･シ語は 2+3+3シス

テム,ラフ ･ナ語は 3+2+1システムに属させることができるo

i y tu u 1 u 1 ul u

e (:e ち 0 e ち O e 0

Ze a

Lisll

E a 〇 a

LahuShi LahuNa

リス語の体系は,前舌および後舌の位置で狭母音と半狭母音に張唇と円唇の対立 (i:y,e:α,

u :u,ち:0)があることによって特徴づけられ,ラフ ･シ語の体系は,前古および後舌の位置

で半狭母音 と半広母音の対立 (e:E,0:〇)があることによって,ラフ ･ナ語の体系は,ラフ･

シ語に見られるような対立がないことによって,それぞれ特徴づけられる｡この三つの言語の

体系は,相互に一致しないし,さきに述べたビス語 ･アカ語 ･ビルマ語の体系にも,これらの

3言語は異なっている｡3'ビルマ ･ロ口語系に属するこれらの言語は,同じ一つの共通体から

来源し,各々の言葉で独自の基本母音体系を形成 したことになる｡

リス語にもラフ語にも,特定の子音と連続する -VC形式は認められない｡この点この 3言

語は,ビス語やビルマ語と類型的に大いに異なっている｡鼻音化母音はあるが,つぎの数形式

に限られ,ほとんどが借用語のみにあらわれる｡4)

2) リス語の体系は,拙稿 ｢リス語の研究｣『東南アジア研究』第5巷第2号(1967)によっている｡ラフ･シ
語は,ChiangRai現 Maechanにて,筆者が調査した資料にもとづき,ラフ･ナ語は Tak県 Doi
Mussuhで調査した資料による｡拙文 ｢タイ国北部の言語調査について｣『東南アジア研究』第3巻第
3号(1965)を参照されたい｡なお Tak児のラフ･ナ語は Chiengdaoのラフ･ナ語とはかなり違って
いるようであるO後者には Matisoff氏の dissertation,AgrammaroftheLahulanguageがあ
る (未見)｡
3) 拙稿 ｢ビス語の系統(続)｣『東南アジア研究』第4巷第5号(1967),pp.55-56.
4) リス語については,上掲 ｢リス語の研究｣p.63を見られたい｡
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西田 :リス語比較研究(読)

Lisu an on un in ian uan

LahuShi an on 〇n en

LahuNa an on en

母音結合も,つぎの数種の形式に限られ, しかも鼻音化揖音と同様に,ほとんどが借用語に

認められる｡

Lisu ua ia ae ue

LahuShュ ae oe 〇e

LahuNa ae oe

これらの母音結合および鼻音化付音は,以下の比較研究にあたって,まった く役割を果たさ

ない｡ したがって, 共通形式の -V および -VC形式が共に -Ⅴ 形式に統合されてい く方向

が, リス語の歴史においても,ラフ語の歴史においても,有力な変化趨勢であった｡ただその

統合の仕方が,それぞれの言葉で違 ったために,特有のシステムが作り出される結果になった

のである｡言言吾の比較研究は,そのような変化趨勢をもあとづけることになるであろう｡

以下,ビス語, アカ語,ビルマ語の -V および -VC形式が リス言吾,ラフ語の -V 形式と

いかに対応するかを 考察 し,その対応通則を設定 した05) 前稿 ｢ビス語の 系統(続)｣と照合す

るならば,ビス譜,アカ語, リス語,ラフ ･シ語,ラフ ･ナ語,ビルマ語の基本的な対応闇係が明

らかになる｡前稿で掲げた例が別 の形態素に入れ持わっているのは,それにあたる同裾形式が,

リス語に発見できない場合である｡

Rule18 Bisu-a:Akha-a.BUT.-a には,List1-ah(LahuShi一一a,LahuNa-a)が

対応する｡

Lisu Shi Na

"moon" hah-bah hah-pdh hahpah *-hla

Htohear" behdzahJah hah-ve kakah-1uJ *gra

Htongue" 1ah-tgh∝ hah-1ih hah-1ih *-hlva

Htoeatり dzah-?ah tsah一Ve tSah-1ul *dza-

そのほか,すでに掲げた同源形式のうち,この Ruleが適用される形態素として,∫)ぎの例

がある｡

Hrighthand"1盆 ja : *1ak,kyaHbetween"一tShah.*akra2,"tocome"1ahJah:*1a,

Htobethin"bah-?ah:*ba一,"Child"zah.*sa2,日frog"u6pdh:*ba2,"pain"nah:*na-,

Htostopりnah一首tnh:*na-,Htiger''lah-ma‥*kla2,日knifeけ?a-thah:*da2･

5) ここでは,リス語の比較研究が主目的であるために,ラフ語uj対応形式の検討には深くたち入らなか

った｡ラフ語については 別稿 ｢ラフ語比較文法｣において論じたい｡
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東 南 ア ジ ア研 究 第6巻 第2号

このもっとも確実な Rule18に少数の例外となる形が ビス語にあった｡ビス語では,Hsalt"

"氏sh""tobeenough''は -a母音をとらず,〇母音を対応形式とした｡筆者は,この現象を

Rule18とは別に,Rule19としてとらえ,これは,ビス語がかなりのちの stageで起こした

ごく一部の形式変化であると推定した｡ リス語でもラフ語でも,Rule18と 19の弁別は意味

をもたないから,やはり Rule19はビス語を特徴づける事実であるといえる｡

Bisu Akha Bur･ Lisu Lahu(Shュ,Na)

Hsalt〃 ts5-mと :sadち tSha2 :tshah-bo x

"fish" ?aq一耶 :I)a一差a qa2 :r)u畠 頭

"tobeenough"は Lisu16h-?ah,LahuShip邑-1も,LahuNalae-1も のどとく,いずれも

Bur.1〇k-seに対応する異源語形式が用 いられているO ラフ (Shi,Na)語の "salt"は a-1主

であり,これも上掲例とは異源語形式である｡

一方, リス語には,Rule18(19)の基本対応形 -ahのほかに,上例 "fish"のように,-ua

が対応する一連の形態素がある｡

Rule18bBisu-a:Akha-a:Bur.-a:Lisu-ua:Lahu-a

Lisu Shi Na

"Ⅰ" r)ua 由h 由h

Htobebitter'' khua-?ah khah-ve kh畠h-ah

Hflesh" jihxda 5-sah 6-sah

Htoseek'' Ⅹuえー?ah tsah-ve tsah-1t∬

Htoborrow" quか?ah 由h-ve x

Bur.

qa *ga
kha-2se *kha-

a-sa2 *sa

hra-se *hra-

h℃a2-se *恒)a2-

この対応関係からみると,ラフ (Sh.i,Na)語は,Rule18と同じく -a母音を対応させる

のに, リス語は,初頭音が 軟口蓋音 (k-),kh-,ロー,Ⅹ-である場合に,基本形式 -ahをすべ

て -uaに変えるというリス語特有の Ruleがはたらいたことになる｡この Ruleは Rule18

と補 う性格をもつために, Rule18bとする｡

共通形式 -yaおよび *-laには, リス語は,それぞれ -iahおよび -jeをあてる｡

Lisu

i) =bee" biah

"many" ?a一miah

Hhundredn ti-Giah

ii)Htofall" kje-?ah

"todrop" khje-?ah

Ski Na BUT.

ap丘h pとh bya2 *bya2

mah-ve p丘h-a mya2- *mya2-

tと-hah (ti16i) ta-rya *rya-6)

ts8-ve tsi-1ul kya3- *gla-

tsh合一ve tshi-1tu khya3- *khla-

6) リス語 hiaは,中古ビルマ語形ryaによく対応する｡ビルマ語では"hundred''rya>ra>yaの変
化があった｡(cf.Tib.brgya)なおラフ･ナ語 ti16iはタイ語からの借用形式である｡
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西田 :リス語比較研究(続)

前者 -yaには, リス語は Rule18をそのまま適用し,後者 -laには, リス語 で は別 の

Rule18Cがはたらいた｡

Rule18c Bisu,Akhalla:Bur.-ya:Lisu-je..LahuShi-e:LahuNa-i

ラフ語は,シ方言ナ方言ともに別の対応通則が必要 となるが,ここでは述べない｡

この *-yaおよび *-la の対応関係はつぎの表のごとく整理できて, リス語はビス語 ･アカ

語とラフ語のちょうど中間の位置にあることがわかる｡

BisuAkha BUT. Lisu Shi

i) 辛-ya -ia -ya -iah -e-a

ii) *-1a -1a -ya -e -e

a

e
.

1

N

一

l

Rule20 Bisu-a:Akha-a:Bur.-akに対 して, リス語は,i)-ze,ii)-a(-ia),iii)-e

の3種の対応形式をもっている｡

i) Hhand"

Hleaf"

"pig"

Hbirdけ

りratM

Hdreamり

ii) "hen"

‖tobeashamed"

Hbranch''

"toJOin"

HeyeM

Lisu

l盆 ph益h

s血hph盆
?ah-v金

員差

?ah-hb

jihm壷
?ah-jdh-ma

sahtbh-?ah

s血hl盆hkah

tshAh一首ulh

miah-S血h

Shi Na

lak5h lak6h

5ph畠 sdlpha

va va

qa t]a

f孟tsha fatsha

Z7ima Ztu ma

首a-ma 首a-ma

zえーうーve ?

5ka s血kえ

Bur.

lak *lak

phak *phak

wak *vak

hl〕ak *恒)ak

krwak *krwak

?ipmak *mak

krak-ma *grak

hrak-se *hrak

a-khak *a-khak

(tsh喜一ve) tsada-1ul t邑hak-se *t菖hak-

m邑sih m6sih myakt菖i *myak-t菖i

このほか,つぎの形態素にも同じ Ruleが通用される｡

Lisu Bur

Hnavel'' *khyak khj孟h-dbh : khyak

"to cook"*khyak- 菖ah-?ah khyak-se

"banana" *恒 〕ak- qa-ma-Sdi hgak p r〇

リス語における i)ii)の分裂は,何に起因するのか明瞭ではないが,あるいは共通形式の

相違,すなわち i)は -ak,ii)は -yak,-rakの反映であるとも考えられる｡その推測が当を

得ているならば "rat"の共通形式は *hwak,=branch"の共通形は *krak であったことにな

- 23- 265



東 南 ア ジ ア研 究 第6巻 第2号

る｡

ラフ語は,i)には -aがあたり, ii)にも -aが対応するほかに一例 Heye"の -e母音が

あるQ前稿にあげたビス語の例外的な対応形 "eye"m主-hntu もこれと通じる変化現象であるO

i) *-ak

ii) *-yak

*ィak

iii) "black"

慧

yak

rak

一

一

一

Akha Bisu Lisヮ Lahu(Shi･Na)
-a -a -Ze -a

-ja -a -a -a

-e(eye) -ia(eye) 一E -e(eye)

Lisu

jvlhneneh

"tocrackopen" ?e-?ah

Shi

na-Ve

?

Na Bur.

na-e-ve nak

? ?ak-se

この2形式が,まった く例外的な対応を示 している理由は明らかではないけれども,おそら

く nze>neおよび 72㌢>?e-の変化をうけたのであろうo(cf.p.34,40)

Rule21 Bisu-aり:Akha-o:Bur.-aて)および Rule24Bisu-〇℃:Akha-on:Bur.-wot卜

>waq には,Lisui)-ohおよび ii)-uhが対応するO(1ahu一〇o)

Lisu

i) "tosee" mohJah

〃oldman〃 tsheh-mbh

〃deafM nまh-bah

〃todrinkけ d0-7ah

=person'' 1ah-tsh6h

Shュ

m3-Ve

tsh5h-m5h

(-bah-ve)

d5-ve

tsh5h

Na BUT.

mO-Ve mrag-Se

-pbh-ve na2 pag2

d8-lu *daり-

tshbh *tshatI

このほか

"tobe light(notheavy)'' Lisulbh-?ah Bisulaq2-se

"breast" ?oh-muJh : ran-pat

があるが,"language"jih-gtlh,"snake"fu,"river"jihgya(=water)は,いずれもビス語,

アカ語とは異源語形式である｡

Lisu

ii) 〃toopen" phu-?ah

一日towaitforけ らuh員記-?ah

りmosquito" dztlh-pナh

〃you" nuh

266

Shi Na BUT.

ph〇h-ve phohllul phwat)3-se

l〇h-ve lob-1ul tShur)2 la‡)2-se

tshahk5 -k8ma khrat)

nSh n8h nal〕
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西田 :リス語比較研究(続)

この対応関係 i)ii)をみると,Rule21には -ohが Rule24には -uhが対応する大勢に

ある｡しかし,ビス語とアカ語で Rule21が適用された "you"は リス語では nuhであり,

Rule24に属する "breast"は リス語では 7uh- とはならずに ?oh- となる｡したがって,こ

の二つの Rulesは リス語では厳密に弁別されていないことになる｡

また,Rule24"tobehigh"と "horse"は,いずれも リス語で muhではな く,moとな

って,Rule21の "tosee"と同じ母 音 を とっているO "tosee""tobehigh""horse"の形式

はつぎのような関係になる｡

Lisu Bisu Bur

"tosee" moh-?ah hmj和一耶 mraq-Se

Htobehigh〃 m0-7ah ?aローhm〇t) mrat]3-se<*mrwog

Hhorse" ?aI卜mbh ?ar)-m3t] mraり2<mrwoq 2

リス語 -O とビルマ語 -at]は 3単語を通 じて同形式であるのに対 して,ビス語は "tosee"

のみを別形式とする｡7)

なお,ここで *-an共通形式 と関連する対応関係を二つ追加したい｡その一 つは,さきに述

べた -1a>Lisu-jeと並行 して,つぎの 2例では,共通形式 *-aqに リス語形 -jeが対応す

る事実である｡

Hhe"

Lisu Bur. Bisu

jeh *yau jag

"toweigh" khje-員i-?ah :khyal〕3-se t菖at)一口E

いま一つは,さきに指摘 した Rule18(対応形 -a)に対する Rule18b(対応形-ua)と並

行する現象が共通形式 *-auに関しても認められる事実である｡

"song" Lisumbhgu去 :Bur･Sトkhyaり2

"sky" mbhkua : mtu2 kつり2 kat]

これらは対応例が少な く,ことに後者は,軟口蓋初頭音のあとにあらわれる -oh,-uhの変

7) この三つの単語は,ロロ(Lolo)語系の諸言語,-ニ (Hani)語,二･ロロ(Nyilolo)語,アヒ･ロ
ロ (Ahilolo)言吾,ノス (Nosu)請では,ビス語と同じタイプを示している｡

Htosee" "tol⊃ehigh" "horse"
Hani mo33 m1133 mu21

Nyi ne44g0 33 m 41 m 55

Ahi nle44 m0 22 m 44

Nosu npi33g〇 213 1u33mu33

以 F,ロ口語 (二,アヒ),--語およびノス語はつぎの文献をHjいる｡

馬学良『撒尼葬語研究』(刺13科学院,1951),義家騨『阿細民歌及其語言』(中国科学院,1953), 高率年

｢揚武喰尼語初探｣『中山入学学報』(1955), 高華年『葬評.,-語 法研究』(北京,1958)
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形であるかどうかも明瞭ではないが,いちおう21,24の Subrulesとしてあげておきたい｡

Rule22 Bisu一つ:Akha-o :Bur.-wa<-woには Lisu-uh,-ahが対応する｡

Lisu Bisu Bur.

〃door ?ah-kh血h l的 k〇 tam kha2<*khwa

Htooth" sdlh-tshu sうphjと swo2>swa2

"rain" m山一Aah m軸 h5 muI-rWo>rwa

"rain"のリス語形には,上掲 Rule18 が適用されており,"door"と"tooth"の例からみ

ると, リス語の対応形式は -uhになるO前稿であげたいま一つの例 "towalk"ビス語 j5-ne

とそれに該当するリス語形 始h-je-?ahは,同源の形式ではない.8)

Rule22と並行する Rllle23Bisu一つ:Akha-o:BUT.-wok>-wakには,Lisu-Oが対応

する｡

Lisu Bisu Akha Bur.

"grass'' mb m5-ka za-mo m rak<mrwak

〃ant'' bbh-1oh x ?a-ho pa-rwak<*rwok

=togo out'' dohlah-?ah x ?i-do一丘ul thwak-se< *thwok

これにあたるラフ語の対応形は, 一首-i一つとなって規則的ではない｡9)なお,前稿であげ

た "rat''は リス語では Rule20が通用される｡

以上の結果,Rule18から24までについて,ビス語 とリス語の関係をまとめると,つぎのよ

うになる｡

Bisu

18 *-a -a

20 *-ak -a

21 *-aり -ag

22 *-W〇 一〇

23 *-vok 一〇

訂
肌H】

慧

記

?

｡h

血

血

｡

一

一

l

仁

一

一

′

l

′-

1ヽ-･･･し

8) 邑&h (-je)-?ah は Bur.khriyhlam2"tostep"のあとの形態素に対応する.ビルマ語 hlam2
"tostep''は lam2…path"の動詞形である｡なお khriyは "f∞t"の意｡(cf･Rule44･p･34)
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"grass" …ant" "togoout''

L卑huShi m音 pi苫う t5-e-ve

LahuNa rh pB苫6 t6-i-1tu
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西田 :リス語比較研究(読)

24 *-wou ~つ｡ i

-uh

(-oh)

Bisu:Akha:B11r･の問で考えられる Rule25から Rule31までの 対応通則は,前稿で

検討 した結果,つぎのような関係になった｡

(1) (2)

Bur. *-記tg二>-at真 一av

Bisu -uI

Akha -ul

ニ

∵
.

.1

1｢⊥

l

L

u

u

!

t

これ らに対 して リス語はつぎのように対応するo

(1) (2) (3)

Lisu

･l

･ー

弼

･ス

m

u

一

一

(4) (5)

*-zet菖 *-ay *-uyl*-uy2 *-iyl*-iyZ *-i

/＼ ＼/ /＼
-1-tn -u -u1 -tn-1 -uI

リス語では,-i母音 と 一m 母音は,親近言語 との対応関係か らみると,初子音の性格で補

い合 う関係になっているから,実際には,(2)には -u,そのほか (1)(3)(4)(5)には, すべて

-tu が,対応するとみな して差 し支えがない｡10)

Rule25 Bisu-u :Akha-tu:Bur.-記t菖>-at菖:Lisu-i,-uJ(LahuShi-7g,-i:Na-uI,-i)

Lisu Shi Na Bur.

"tobenew" j王h菖i うーS菖 O-stu sat菖-se

HwristM

HheartH

"treeけ

川one"

1盆 tsu lak〇ts音 la-tsth t菖hatg

員ih-ma nih一ma si n卜maSl hnat邑

S血hdz血 S音ts孟 S血 tse sat圭一par)

tih～theh t台ima tima tat菖

リス語の -iは 蓋-氏-t-のあとに,-ulは S-,ts-のあとにあらわれて 相補関係を な して

いる. ラフ ･シ語は -75と -iが ,ラフ ･ナ語は -tn と -iが同じ関係にあるo

Rule26. Bisu-uI:Akha-tu :Bur.-ay:Lisu-u(Shi-i:Na-u,-tu)

Lisu Shi Na

"tobuy" wu-?ah vih-ve vGh-1tu

10) -トulの補い合いは,記述的に認められる母音の対立が歴史的に扱われた場合に,同一認定され得る
例である｡ リス語のような allophoneの多い言葉では,当然問題になる｡(cf.p.37)
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HstarH ku-za m舌hkih mthh-klhh

"tolaugh" na菖∝h-?ah がh-ve 紳 hJuI

リス語の Htolaugh"は *山一?ah菖eh-?ahから来源 しているので あろうか,他の2例 との

並行関係を重視すると,-uが主核母音であると考えられる｡

Rule27 Bisu-tH:Akha-u :BUT.-uy:Lisu-uI(Shi-i,一首-.Na -u)

Lisu Shi Na Bur.

"dog" kh血h phih ph血h khuy2

"gold" dz血h hruy

"feather" na∋ mlu I)am告h qamlilh muy2

"tochoose'' sulh-?ah (1台-ve l血1u-ve) ruy2-se

Rule28 Bisu-u :Akha-u :Bur.-iy:Lisu -tu(Shi-i,-7f:Na-i,-ul)

Hfoot"

Hurlneけ

りwlneタI

HmedicineH

Htobefar"

"day''

Hearth"

t'shthhph益h

z血hthy

dzulhph%h

na∋hts血

苫thh-?ah

員ih

mih-tshah

khih kh血h khriy2

Z舌h苫ih zlbhpih siy2

Z含h z血h siy

n畠tshをh natshdlh t菖hiy2

vih-ve vdlh-e-ve wiy2-se

うnih 丘ih niy

m'ln gih mih紳 h mrly

そのほか "tountie"Lisuphthh一首uh:Bur･phriy,"seed"jihs血:a-t邑iy3,"tolend''t菖hih-

?ah:khiy2-se,=tobeheavy"1ih-?ah:liy2-se,"boat"t菖uh-1vlh:hliyの諸例が あり,こ

の -U,-iも相補関係にたっている｡

Lisu

"blood" jih-菖i

"sweat" t菖ih-jeh

Hbeard'' m主h-tsuユ

"tospit" tih-?ah

Sbi Na 台ur.

うーS舌h 6-S血h suy

S一首ih kdlh khyuy2

5-m%h (pa-ts血) hmuy2

tuy2-se

このリス語 -iに対する -U の存在も予想できるが,実例は見出し得ない｡

Rule30 Bisu-i:Akha-i:Bur.-iy:Lisu-i,-u (Shi一首,-i:Na-u,-i)
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西田 :リス語比較研究(秩)

Lisu Sh呈 Na BUT.

"todie" 菖ih-u s首h-ve sulh-1tu siy

"toglVe" gtilh-?ah pih-ve pih-a piy2-se

"grandmother"Bisu?a-phi:Akha?a-phiには,Lahu(Shi,Na)a-piが対応するが,

リス譜 ah-zahは,それらとは異源譜形式であるOなお Lisugthh-"togive"の初頭音につい

Rule31 Bisu-i:Akha-i:Bur.-i:Lisu-tu(Shi,Na-e,-i)

Lisu Shi Na BUT.

"animal'stail" jihmdlh 3meh

Hfruit" stilS山h うsih

Htorideけ dzdl t菖ih-ve

Htoknow" S血h一?ah s卜Ve

6mehtu a-mri2

トsih a-si2

t邑i21Se

s1-a Sis-se

そのほか,"youngerbrother"丘ih-za:Bur.員i(Shia-na,Na 丘i-pae),"tobeat"tト

?ah:Bur.ti3-se(Shid5-ve,Nad611uJ)の例 があるO

"rlre"mi2 には リス語は,異源語形式 ah-tdh(Shia-mi ,Naa-mi)が対応する｡

この諸系列は,上述のごとく, リス譜では共通形式 *-aet各,辛-uy,*一uy2,*-iy,*-iy2,*-iが

すべて合一 して一つの形式 -u (or-i)にまとまり,それが -*ay形式 と対立 している｡それ

ゆえ,共通形式が Iuyであったか -uy2であったか あるいは -iyか -iyzかは, リス譜 とビ

ルマ語の問だけではわからない｡たとえば

Lisu Shi

Htobenearn nihJah

Na Bisu Bur.

員ir卜a ?aて)-d血 ni2-se

の共通形式が niy2であることは,ビス語形の存在によってはじめてわかる｡また,

Lisu Shi Na Bisu BUT.

"tobebig'' ?tlh-?ah ?ihve ?血h-a ?aローhlil kri2-se

の共通形式 としてビス語形 とアカ譜形 (?a-h血)から *hiy22く kriy22を推定 したが, リス譜お

よびラフ語の対応形から考察すると,"tobebig"の Bisu-Akha-Lisu-Lahu共通形式は *ray

一一*krayになって,ビルマ語形の kri2 とは別 の (異語幹)形式であることが明らかになる｡

ll) "togive"Bur.,Maru,Lashi,Lahu,Akha,Bisuは一致して共通形bi-に対応する形式をもつ
が,リス語のみが gdlh-?ah形式をとる｡(cf.Tibsbyi--n-pa)b-:Lisug一の対応は, あるいは

"tobefar"共通形式 viy:Lisu甘心h-?ahの Ⅴ-:Lisu苫-と並行する現象であるかもわからないo
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Rule32 Bisu一g,-Eg:Akha-i:Bur.-?(-iy?)には 1)ス語のつぎの形式が対応する.

〃togoM

〃outsideM

〃catM

Htogo2け

りrootM

Bisu Akha

?i-qE ?i一atu

?aq-h扉 1a一員i

?a一m印 ?a一mi

lg一口E li一丘tn

?ag-khj主- d山一ki

Lisu

giJah

nihsubmlJa

ahn差!tsu

je-?ah

sthhkih12)

リス語の対応形式は 明瞭ではないが,-ihが基本形であると考えて誤りはない｡"cat''Hto

go2"はおそらく同源語ではないであろう｡なお ラフ語の対応形もはっきりしないが,基本形

は -iであると考えられる｡

〃cat" Shi nami kh〇e, Na mi-nと

りroot'' shi 5t51-1ih, Na s血首uL

Rule33 Bis11一首 :Akha一首 :Bur.?:Lisu-0, -7g(Lahu一〇)

Lis11 Sbi Na Bur.

"topull" 苫bht義h-?ah gっ-Ve 苫bh-1tu :run2-se

〟toshoot'' bち-?ah b5-ve b 〔ト 1ul X

ラフ語は共に 一〇が あたるが, リス語は -つ,一首に分かれる｡前稿であげた残 りの2例 日to

hate"Lisuaihdzu-?ahは異源語 形式であり,Htobefar"は,Rule28に属させるべき形

式であった｡

Rule34 Bisu一写り･.Akha一首:Bur.?:Lisu-uI(?)

Lisu Shi Na Akha

"pillar" dzu khu 5-tsih (苫ekh血) Ⅹo z盲

Lisu語 "townHpdh-tsdl,"tOarrive"p6h-?ahはいずれもビス語アカ語とは異源形式であ

って,このRuleのリス語の対応形は明瞭ではない｡ラフ語の対応形式も同様にはっきりしてい

ない｡反面,この Rule32.33.34は,ビス語とアカ語の間で確実な対応関係をもち,両言語

における語棄分布の並行性を示すとともに,より強い親近関係を証明する対応通則であると言

える｡

筆者は,｢ビス語の系統(続)｣において,ビルマ語 -a邑<-2戒 に,アカ語は規則的に -on形

12) ｢ビス語の系統(続)｣p･61で Bisu?eg:Akhakhi(Bur･khiy2)を対応させたが,この二つは

異源語形式であると考えたほうが妥当かもしれないO(cf.Lisukhji,LahuShiSkh丘,LahuNakhe)
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式一つを対応 させるのに対 して,ビス語は,三つの形式 -ip,-et),-ulロに分裂 して対応すると

ころから,三つの通則35,36,37をたてた｡そして,チベ ット語の対応形を参考にして,35

には共通形式 *一記且を,36には *-2印 を,37には *一正nをそれぞれ設定 して,ビス語の対応形

式の相違を 説明しようとした｡35,36,37にあげた対応関係を リス語 (およびラフ譜)にま

で拡張するとつぎのようになる｡

Rule35 Bisu-iu:Akha-on:Bur.-aa:Lisu-ih(Shi-e-i,Na-e-tu)

Lisu

"toberipe" mトフah

‖nail'' 1金 宝ih

"pus" bihkh止lh

Shi Na BUT.

me-ve me-uh hma丘3-se

lasihkG lastilhktl laksaa

beh紳 h pra員

リス語 "liver"は漢語からの借用語の形式に入れ棒わった｡(cf.｢リス譜比較研究 IJp.13)

Rule36 Bisu-eて):Akha-on:Bur.-aa:Lisu -y

Lisu

"name" jih-mi,

"tobesour" kjp-?ah

Shi Na Bur.

〇一me 0me a-man

tseh-ve t菖i-?ah khyaa-se

Rule37 Bisu-uIq･.Akha-on:Bur.-aa:Lisu-tuh,-ih

Lisu Sh呈 Na Bur.

"thread" tshtuh-za 紳 kheh 紳 kheh khraa

Htobefullけ bih-?ah bib-ve bib-1tu pra員.3-se

これらの対応例は多 くはないが,幸い リス語の対応形式は規則的ではっきりとしている｡こ

こでも -ih,-uJhが補い合 う関係に あるとすると,共通形式 *-ze昆*-zenは上述の -Zf:t蓋と

同じ変化をたどり,*-aeqのみがそれらと異なった形式をもったことになる｡ラフ語にどのよ

うな分裂条件がはたらいたのかわからないが,対応形式は統一一的ではない｡

Bisu Lisu Shi Na Akha

35*-zea -iu -i

36*-aeg -eg -y

37*一記n -tug

工芸 h

-e,-1 -e,-uI -On

-e -e,11 -On

-e

-i
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Rule38 Bisu-e:Akha -e:Bur.rat,-Vat:Lisu-tH,-i

Lisu Shi

Htobehungry" md1-?ah me-ve

りtokillけ sih-?ah x

りtotakeoff〃 1d1-7ah x

〃tolickM 1u-?ah l8-ve

Na

mtil-1tH

X

X

18-1u

Bur.

mwat-se

sat-se

khlwat-se

mlwat-se

これらの例ではラフ語の対応形式は 不明瞭ではあるが, リス語では -tuまたは -ihが対応

する｡この2形式も上述のごとく,果たして補い合う関係にあるとできるか否かは必ずしも明

らかではないけれども,このうち -ihをとる "tokill"(BUT.-atに対応)は,つぎに掲げる

諸例と一類をなしていると考えられる｡

i)"tovomit"

HogreH

HdeerM

ii)"tostandup"

HsandalM

Lisu Shュ Na Bur.

PheJah ph8h-ve phT-ve phat

nth nb nT nat

khjeh t崇h芭h x tShat

hihla-?ah h正一ve hu-ha rap

tshulhai khihna khdlhnu phトnap

したがって Rule38は,実際には三つに分けて,

Bisu Akha Lisu Shi

Rule38a -E -e -u

38b 一己 -e -e

38C ? ? -i

aN
?

-e -1

批

wat

a

一

一

~u ~u ~ap

とすべきであろう｡

このほか,つぎの例に,Akha-e:Lisu-eの規則的な対応関係が認められる｡

山tocatch対

日toshakeり

Hrice-fieldけ

りnowerH

〃tokickけ

Rule48-49Bisu-aw,-ut)

Lisu Akha

ne-?ah 丘e一丘uJ

苫ah邑eJah 首を一員 e一丘ul

de-mi de-i-Ja

s血h-Ⅴe a-bo-je

p芭h be一丘ul

Akha-α :Bur.-tuの変形として認めた Rule39は,リス語

では, 3例のうち Hchain''leI卜tS血 が漢語からの借用語 であり (銀子 lian-zi),"corner"

274 - 32-
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jih-1盆 は異源語形式であるほか,"thunderbolt"mtilhgdh には,規則形式 -uhが対応するO

それゆえ,この変形通則 Rule39は, リス語には成文 しないことになる (cf.Rule48)｡

Rule40 Bisu-u:Akha-u:Bur.-u:Lisu-u(Lahu-u)

Hsilver"

Htobethick"

‖totake"

Hguts〃

Heggけ

りtobesoft"

Lisu Shi

phuh phuh

thuh-?ah thdh-ve

zuh-?ah zGh-ve

jih-bu 3-gu

?ahjafu 苫a一紳h

nhh-?ah ntlh-ve

Na Bur.

phuh phlu

th血h-a thu-se

vtlh-1uJ yu-Se

6-fuktl ?u

苫えー?u ?u3

nu一l-a nu3-se

リス語はこの規則形式 -uのほかに,つぎの例では,-yが対応する｡

Lisu Shュ Na Bur.

"todig" (坤h-?ah ＼/ ＼( tu2-se

りtowork" m5,hJah mu-se

Hheadり wddや ＼/ a-tt卜kd

"fry" 1y-?ah hu-ve fu-luI ソ

これらの単語に対応する ラフ語の多 くは 輿源形式であって (ex.Htodig"Shika-ve,Na

ko-1tu),リス語の -u,1,2形式が共通形式の相違を反映しているものかあるいは何 らかの条

件のもとに -u と -y に分裂 したかは,今の段階では明 らかにできない｡

アカ語で -O が対応する Htolook"と りtostir"には Rule41をたてたが,これに該当す

るリス語形式は見付からない｡

Hto lookM Lisut(嘉h一員i-?ahは,あとで述べるように チベ ット語形に近 く "tostir"は,

Bur.hlup-seに対応する｡したがって Rule41は リス譜に関しては成立 しない｡

Rule42 Bisu-u:Akha-u:Bur.-up:Lisu-uI,-i(Shi-ち,一i)

Htosuck''

HtosewM

りtocutけ

りbeard"

Lisu Sh呈 Na BUT.

t菖hi-?ah tsh合一ve 〉く kyup-se

菖ih-su1-7ah kトve grup-se

khth-?ah tshを-ve khuトse

mi-tsuI 〇一m首 mutt菖hithmuy2

Htosewり菖ih-stLI-?ahは,漢語の織より借用された形ではないかと疑ったが,"tosuck''な
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どとの並行を重視すると,*grupに対応する形式とできるかもわからない｡そのほか Lisu-α

が Bur.-upに対応する例が少数見出せる｡

utowrap" Lisu th&h-?ah Bur.thupISe

〃tosink" 1(王hje-?ah hmrup-se<hmlup-se

Rule43 Bisu-am :Akha一m :Bur.-am :Lisu-o

Lisu Shi Na BUT.

=iron" ho sub sub sam

"bear'' woh-phah 首蝕 苫eh-pah wam

"floorM dzbh-mah kahphih vah-phih kram2

Rule44 Bisu-am :Akha-a:Bur.-am :Lisu -(王

Lisu Shi Na Bur.

〟tosmellけ n(芳h-?ah nGh-ve nGh-1uユ hnam2-se

〃hairり wdhtsh義h ts音kh主h ts血khとh t善ham

〃to凸y" vceh<bvceh pah-ve pyam 2-se

〃towalk" 喜αhje-?ah khriy hlam2-se

"bridge" gbhdzαh x x *dzam

Rule43と44は,アカ語の対応形が 一m であるか -aであるかにしたがって分かれた｡そ

れと並行して, 1)ス語は -O と -α の対応形式をあてる.〃tony''はアカ語形が わからず,

前稿では,Rllle43に入れたが,リス語の対応形からみると,Rule44に属するものと考えら

れる｡

Rule45 Bisu-um :Akha一m :Bur.-um :Lisu-(万

Lisu Ski Na

〟toclotheけ d(主h-?ah dもh-ve d台h-1u工 dum-se

"topileup'' dceh一首uh 5phuh 6phh bum-se

〃topaymoney" j(もh-?ah z丘h-ve z色h-1m z11m2-

日mortarM tsh血hkhdh tSh丘h-ma tgheh-ma tshum

〃mortarMのみが tshdlh となるのは, この形態素に tshcbh>tsh血hの変化が起こったためで

あろう(cf.p.40)｡ リス語の形式を不明瞭にしている一つの原因は,この種の個別的な変化に
ある.〃tobewarm"Lisu1(モh-?ah:Bur.1um-seの対応は確実であるが, これに対応する

アカ語形は 16nであり,1rhとはならない. (Bisu語形 ?aO-1dm は規則対応形式)0
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Rule46 Bisu-um :Akha一m :Bur.-im :Lisu-ih

HhouseM

=potatoり

su

h

也

･l

･l

＼l

L
(
1

山

一

b

Sbi Na Bur.

zEh 苫eh ?im

pEh-svl peh-si pinく*blim

リス語 りtobelow"?e-?ahは,浬語や燥〃からの倍用語と考えられ,Hcloud"m血hkdhは,

アカ語 ･ビルマ語形式 *dim とは同源語ではないo

Rule47 Bis11-u:Akha-uI.Bur.lip:Lisu-ih

Lisu Shi Na Bur.

"tosleep" jih-ta z首-V e Z血Ii-1ul yip>?ip

Rule43から Rule47 までは,共通形式 *-am,-um,-im,-ipに関する通則であった｡ リ

ス語は -am を,アカ語と並行 して -O と -α に分裂 し,-um には -ceを,-im には -iを,

-ipにも -iをそれぞれ対応させた｡さらに Rule38*-apに対する形 (-i)と,Rule42*-up

の対応形 (-i)を加えると, ビ ルマ語,ビス譜,アカ語, リス語,ラフ語の対応関係は,つぎ

の表のごとく整理できる｡

Bur. Bisu

辛-am ram -am

*-um -um -um

*-im -im -um

*-ap -ap -aW

*-up -up -u

*-ip -ip -u

alnAk

a

m

f

一

m

m

o

-u

L-S｡

血

｡ト

血

-

一

一

一

一
｣

一O

e

｣

一

～

ヽ
-
-

1

1-
-

-＼

uhLa

u

u

e

e

一

J

I

I

Rule44

Rule43

Rule45

Rule46

Rule38

Rule50

Rule42

-u -i 一首 Rule47

Bur.-uIに対応するビス語形式が -aw か -ut)かによって,Rule48と 49をたてたOこ

の2形式の分裂は,共通形式の初頭音が鼻音であるか否かの条件にしたがっていた. リス語は

その条件とは関係な く,Bur.-uI,Bisu-aw -uり,Akha一ccに,-uh.-oh,-tHh,-ihの4形

式を対応させている｡

Rule48-49a

Lisu Shi Na Bur.

Htosteal" khdh-?ah kh5h-ve khbh-1ul khtH2-

Hnineけ kdh kうhl主 kbh-ma ktH2
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‖tocryM

HsmokeM

Hinsideけ

Hboneけ

Rule48-49b

"sheep"

"sky"

"body''

Htothrustat〃

Rule48-49C

川tobesweet''

"氏nger"

"tocough''

Hmushroo､mり

Rule48-49d

りtowash〃

Hhorn"

〃tomeltM

Hthunderbolt"

東南 ア ジア研 究 第6巻 第2号

りuh-?ah h5-Ve

mdhkhdh mをhkh5h

jibkhdh 5kh5h

jih?心h-t6 3首舌h

?ah-zoh zSh

mbhkuah mをhn5h

ko-d(吏h x

th6h-?ah x

tshih-?ah tsh7fh-ve

l金 員ih lanをh

tsi-?ah ts舌h-ve

miht菖hih m 含

tsh血h-?ah tshをh-ve

jih?dhtshu1 5-kh5h

dz血hdu7-ah x

mihdzdlh x

hah-1u りtn-Se
rhkh6h mi2khu12

6kh6hvbh x

6m血 k心h ?a-ru 2

× stL12

Ⅰもn6h mu12

X ku

x thtu2-se

× khyⅦ-se

la-n6h lak-h員tLI

tstilh-1u khy〇g2 tghu2-se

rhpa hmtu3

tsh血h-1uユ khytLI2-se

kh6h u2-khytLI

x kyuI-Se

x mu 2 kruI2

ビルマ語形 -tnに対応する形式は,上述のビス語,アカ語のほかに,マル (Maru)語の -Ou,

ラシ (Lashi)語の -aoのように,かなり多 くの同源形式をもっていて,規則的な対応関係を

示すのが普通である｡ リス語は,この点についてもやや例外的な性格をもっていて,原初の段

階では統一的に -uhであったのが,のちの段階で,一定の (ややあいまいな)条件の下に,

その一部が -ih,-ulhになり,別の一部が -ohに変わったものと考えられる｡ その変化はつ

ぎのどとく推定できる｡

earlierstage→ laterstage

khuh > khuh/khuh/ (afterk-kh一℃-7-)

zuh 二> zoh/zoわ/ (afterz-m-th-[k?])

tShuh> t菖hih/tshih/ (aftert菖-tSh-良一)

tshuh> tshulh/tshtuh/ (afterts-tsh-dz-)
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西田 :リス語比較研究(続)

tSh-と tsh-の対立は,記述的には母音 -ih,-uhの対立に還元して,同一音素と認めるこ

とができたが,比較言語の立場からは,t菖hlと tsh-の子音対立が -ih,-uh母音を性格づけ

ることになる｡ リス語とやや近い性格を示しているのはロ口語である0

Nyi Ahi

bvll bu

ku155 kち44

khuェ11 kh苫21

り44 耶 44

叩 11 叩 11

tpha33 tphi55

Bur.

pu2 "insect"

kul2 HnineH

khu2-Se Htosteal"

gut-Se HtocryM

mu2 "sky"

khyuIISe Htobesweet"

これらの例では b一のあとに u,k-kh-り-m- のあとに -ul,tPh-のあとに -iがそれぞ

れあらわれる｡ラフ語の対応形式も,簡単な補い合い関係によって理解できる｡

Shi Na

k-kh-h-のあと 〇 o

ts-tsh一首-,Nasalsのあと b' ul (rp-mill)

Rule50 Bisu-aw :Akha-o:Bur.-apは,一例 "needle"がつぎの対応を示していて,

Rule38の規則形 -iに対する例外形と認めなければならないOそれに対して,ラフ譜 -uは

規則形式である｡(cf.p.32)

Lisu Sh呈 Na Bur.

Hneedle" wdく首O a一首u 首u ?ap

アカ語に特有の母音 -¢は,それを含む多 くの形式がビルマ語の -iyまたは -ayに対応す

るために,ある環境で生まれた -uI母音の変形であるとみなした｡その変形には リス語 -iが

対応する｡

Rule51 Bisu-ug(?):Akha-¢･.Bur.-iy,-ay･.Lisu-i

Lisu Shi Na BUT.

"four" 1ih 511t 0-ma liy2

"tosit" 員ih-t畠h (m仁ve mtu-1ul) niy

"grandchild" lih 5-h〇一e ､ mliy2>mre2

"tochange"ph6h一首tuhは,アカ語 ?apho一触 のあとの形態素に対応し,"bow"10-pをh

はアカ語 t邑a?bとは異語幹形式である｡ しかし, この 10-はビルマ語 1au2-1iy2の 1at]2に
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対応する｡

HbowMおよび 〟crossbow''のこれら諸言語における分布はつぎのようになる｡

Hbow"

〟CrossbowH

Akha Lisu Shi Na BUT.

× 10-p音h x hah-ma laq2-

× × × -1iy2

khj益h kha kh孟 du2-1iy2

中古ビルマ語 -u一母音を含む音節には,-ukと -tnqがある｡ビス語は前者に 一〇,後者の

対応形は不明,アカ語では前者に -0,後者に -uが対応 したo Rule52,53に出した諸例 〃to

blow川Htobite"〃tolike"Hstomach"の 7)ス語形式は,いずれも Bisu,Akha,Bur.の -tuk,

-ult)形式とは異源語であって,この二つの Rulesは リス語にはまった くはたらかない｡

Rule54 Bisu一〇,一叩 :Akha-o :Bur.一〇:Lisu-oh,-uh

Lisu Shi ha Bur.

"waist" dz6h-1首h ts含hpe x ky〇2

日tocallけ khuh-?ah k心h-ve khbh-1tH khっ一Se

前稿において "tOCall''には, Bisu*khm-,Akhakhu-,Bur.kh〇一を推定 したが, リス

語形 khuh-?ahはアカ語形 khd-丘u と共通する形であり,ビルマ語形 kh〇一に対応する規則

形式と考えたい｡

Bur.-叩 :Bisu一叩 にアカ語の 一･onが対応するか -O があたるかによって,筆者は Rule

55と56を区別 した｡ リス語はこれに -y,または -uが対応するoこの -yは初頭音 d-に

つづ く環境の一部でおこった変形であろう.この仮定にたてば, リス語では Rule55,56 の

二つの通則は弁別する必要がな くなる｡

Rule55,56 Bisu -〇g:Akha-on,-o :Bur,-叩 :Lisu-y,-u

Lisu Shi Na Bur.

"wing'' dテ-1盆 t5h-1a tbh-1a ?a-t叩

"tosell" Ⅴ心-?ah13) h5h-ve G8h-1ul r〇g2-se

"thousand" -tu x x -thつり

"hole" kh血 うーkhうh 6-kh6h a-kh〇が

りboat"LislltSuhlihは共通形式 hliyに対応 し,ビス語 ･アカ語の共通形式 1〇g2とは異

13) リス語 Ⅴ山一?ah"tosell"は,一見 vu-?ah"tobuy"から作られた形式であるような印象をあたえ
る｡(たとえば "difncult''sah-?ah:"easy"sah-?ahなどから類推して)しかし,事実はビルマ語形
rDg-Seと規則的に対応する形式である.Lisuv一･･Bur･r-(Rule7),Lisu-u'･Bur･-〇g(Rule
55,56)0
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西田 :リス語比較研究(疏)

語幹語である (p.44)｡そのほか,つぎの対応例がある｡

りtotrapH Lisuthuh-?ah Bur.thつり-Se

"tobark" 1dh-?ah h〇ローSe

Rule57 Bisu-〇,一〇k二Akha10 ･.Bur.-〇k二Lisu-u,-o

a. =towither"

"poison''

"tobeenough"

=six"

b.Hskin"

"tobedry"

Htofear"

Lisu Shi

hahleh-?o gu-ve

t6h-?ah t6-ve

16h-?ah peld

tshb kh5-ma

jm kudzul う首ikG

dzuh-?ah x

dzu-?ah k5-ve

Na Bur.

苫uVi-1tLI khr〇k-se

t6-ma ?a-t〇k

la昌1tl l〇k-se

kh6-ma khrDk

6紳 ka ?a-kh〇k

/ ､ khr〇k-se

k6-a kr〇k-se

Bur.一〇kには リス語で -oまたは -uの2形式が対応するが,後者は k-,dz一につづ くとき

にのみおこっている｡-r-を副次音素 とする clusterは リス語で, たとえば khr-> dz-,khr-

>tsh-のように変化したが,-yを副次音素とする clusterは,母音を -uから-yに変えた

らしいo"monkey"Lisumy形式の成立には,miu>myの変化を 想定 できる｡(Lahum5,

BUT.my〇k)しかし,-u>-yの変化が共通形式の -y-を副次音素とする clusterのはたら

きに由来する場合とそうでない場合を十分に弁別できるとは考えていない｡

以上に比較 した形態素は,すべてビルマ ･ロ口語系の代表的な形式をもっていた｡ しかし,

ここに提出した諸通則は,前稿｢ビス語の系統(続)｣でビス語 ･アカ語 ･ビルマ語の問に設定 し

た通則 をそのまま延長できたわけではなかったOある通則は リス語を対象とした場合にまった

く意味をもたなかったり,ある二つの通則は リス語では弁別する必要がなかったりした｡音素

の対応関係のみを問題にするならば,中古ビルマ語 -e,-el〕,-et,-it,-uIロ,-ukが リス語で

どのような形式に対応するのかは不明であり, リス語の母音の来源もあまり明らかではなかっ

た｡一例 "tobenear"n音h-?ahが Bur.niy-seに対応 し,それと並行 して"tOuntie"phYh

一首ulhが Burlphriy-se(Bisuphth-1]t,Akhaphil-6ul)にあたるところから,-ち母音は,

本来 -ulであるべき形の変形とも考えられた｡

リス言吾は,変遷のある段階で,はげしい変化を被 った.初頭子音の性格の違 い にしたがって,

同じ母音が数種類に分裂 し,また分裂した単位が融合する現象が広 くおこった｡この事情は,上

述のいくつかの通則をみれば明らかである｡いま,かりにリス語形を中心にして,ビルマ語形

のどれとどれに対応するかをあげると,その分裂融合の状態をだいたいうかがうことができる｡
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Lisu

-a

-ua

-ia

-e

-ae

- i

-tLl

-u

-0

~y

-(:e

-b'

東南 ア ジア研究 第6巻 第2号

Bur.

-a-ak

~a~al〕

-ya-yak

l1a-yat)(?)-at

-ak

-atS-uy-iy-i-a五一wat-ap-up-ut-im -ip-uI

IWa<*-Wo-ate-uy-iy-i-a五一wat-up-ut(-um)一uI

-aて)-ay-u-uJ-〇り一〇k

-aて)一Wak<*-wok-un-ap-am-tn-〇k

-a丘-u-3t]

-am -um

-iy

リス語の母音体系を歴史的にみると,記述的に同一音素とした単位の多 くが,数種類もの通

則に支配されて分裂融合した結果成立 していることが明らかとなる｡分裂融合の代表的な例と

して,歴史的にほぼ同じ過程を進んできた -i母音と -Ⅶ母音をあげることができる｡また現

代 リス語の形式には,たとえば nuh>n7fh とか tshceh>tshulhのような 個別的な変化がか

なりおこったことも十分に想定できた｡ここではそれらを変形としてとらえざるを得なかった｡

これらの事実は,また一般的な問題,歴史的な観点と記述的な観点の交叉としても,重要電

材料を提供するであろう｡

ビス語 ･アカ語 ･ビルマ語の共通形式に対 して,リス語が対応不詳の異源語をあてることも

少なくなかった｡しかし,この異源語がリス語の本当の性格をさぐる上に重要な役割を果たす

のである｡

さらに詳細な対応関係を発見する作業とともに,一方で個々の形態素の分布を中心に,それ

らの異源語の来源の解明につとめなければ,リス語の性格をこれ以上明らかにはできないであ

ろう｡

Ⅲ リス語とロ口語とチベット語

｢ビス語の系統｣の中で,筆者が主張したどとく14),リス語がたとえアカ語やビルマ語とか

け離れた形式を含んでいるにしても,そ.の特殊な形式が,そのほかの同系統言語のいずれかに

対応する可能性は否定することができない｡

14) 『東南アジア研究』第4巻第3号(1966),p･53.
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西田 :リス言吾比較研究(読)

以下,ビス語およびアカ語に比べて異源語形式と認められるリス語の形態素が,ロ口語に,

あるいはチベ ット語に対応する例 を若干取り上げて,同時に形態素の分布を考えてみたい｡

1. リス語とロ口語

(1) 〟head""fish""spoon"などに使う classifierにリス語 maがあるoビス語･アカ語･

ビルマ語では,これに対応する形はないが,ロ口語のつぎの形態素がそれにあたる｡

NyilolomcL44.Ahilolomo4̀ì c̀lassifier" Lisu-a:Nyilolo-cL:Ahilol0 -0 も規則対応

である｡

Nyi Ahi Lisu

HtoeatH dzcLll dzo21 dzah-?ah

〟knife"

Hchild"

りear〃

mi-th(ユ11 tho21 7ah-thah

ZCLll ZO ll Zえh

ncL55PO 44 nO 44pO 44 nah-poh

(2) "tobebig"を意味するリス語 ?uh-?ahは,上述のごとく, ビス ･アカ語形 (および

ラフ語形)とともに共通形式 *rayく*krayに遡れたが (cf.p.29),リス語には,そのほかに

jihdamah という形がある｡この Imahは Bur.-ma3 にもあたるが,上の "classifier''ma

と並行 して,ロ口語の -mclによく対応するoNyilolo一mC133Ahilol0-m0 44"big".

L isu Nyi Ahi Akha Bur.

" tobeb ig" ?uh-ah Jaョ 11 首a21 jo-h血 (kri2) *ray<kray

"bigノ' -ma -m a -mo ､/ -ma -*ma

(3) Hback"を意 味するリス語 ka-kuは, ビス語 t的 kh的 アカ語 naxbn と対応 しな

いが,一見,ビルマ語形 ky〇または khy〇kkun2 にあたるように思われる｡しかし,つぎの

ロロ語形 NyilolokuI44:Ahilolok7g44 とリス語 ka-kuの対応が確実であると, このビル

マ語との対応関係は支持できない｡なぜなら,Lisu-uA.Nyilolo-u :Ahilolo-ち (BUT.-ul)

は,規則対応であって (cf.上掲 "tosteal","nine"了 t̀ocry"etc.p.35-),そこで予想できる

ビルマ語形は *ku または *kytuであり,ky〇または khy〇kではないからである｡それゆえ

ka-kuはビルマ語形とは異語幹語であり,ロ口語 kuIに対応する形式であることがわかる｡

(4) 〃toturn"を意味するリス語 tsoh(-je)-?ahは B11r.hlaa3-se,Bisu p5j(-?畠)-uE,

Akhad2ime一月uIのいずれとも対応 しない｡ しかし,ラフ ･シ吉吾ts5h-ve,ラフ ･ナ語 tsbh

(-kae)-]uIと同源形式であり,ロ口語 Nyilolotpo44,Ahilolotpu44にも対応する｡Lisu-o

:Nyi-o :Ahi-u にはほかにも並行例があるから,リス語 tsoh-?ahの来 源 形 式 と して,

*tsat)を設定できる｡
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Lisu Nyi Ahi Bllr.

〃tobelight''(notheavy) 16h-?ah lo 33 1u22 1at)2-se

〃tobedeaf" nahbah boll ? na2-pat)2-se

(5) "bamboo"を意味するリス語 mah-tshbhはビルマ語の wa2 とは対応せず,ロ口語の

mcL(NyilolomcL44,Ahilolomo44) に対応する.

"bamboo"には,*vaと *maの 2形式があって,つぎのように分布 している｡

Bur. Maru-Lashi Lahu Akha Lisu Lolo

*va wa2 W6 vA za-b6 × ×

*ma x x x x mah一 mq

(アカ語の b6は "tree,''ビス語はタイ語からの借用語を使う)O

(6) "morning''Lisunin盆hは Bur.Sつ,Akha心一菖6,Lahll-S5の共通形式 S〇 とは対応

せず,Nyilolone22,Ahilolonie44に対応する｡ Lislユ-記:Nyi-e:Ahi-ieはつぎの例に

見 られるように規則対応である｡

Lisu Nyi Ahi BUT.

"pig" ?ah-V畠 ve22 Vle44 Wak

Hhand" 1盆 ph益h le22 1ie44 1ak

〃1eaf" S血hph盆 phe22 phie44 Phak

〃tobesharp" th義一?ah the44 thie44 thak-se

リス語 とロ口語が互いに近い形式をもっていても,これは当然である｡そして,この両言語

の対応関係が リス語の変化をあとづける推論を支持することも当然あり得るoその例をいま一

つ出してみよう｡ リス語 りtospeak"khjch-?ahは,ビルマ語 t菖htLI-Seに対 応 す る｡一方

"tosay"be-?ahは,ビルマ語 pwak-se"toutter"にあたるように思われるけれども,Lisu

-e:Bur.-wakは対応通則ではない｡ところが,この be-?ahはロ口語 Nyibe44 Ahibie44

に対応する｡Lisu-e:Lolo-eは,このほかに1例 "tobeblack"Lisujib ne-?ah:Nyi

ne44:Ahinie441.Bur.nak-seがある｡ リス語 ne-?ahは,さきにnEe-?ahの変形である

と推測 したが,この推測は,上述の規則対応 Lisu一記:Nyi-e:Ahi-ie'.Bur.-akから支持

できる｡それと並行 して,beJah も *b記-?ahの変形であり,Bur.pwak-seに対応する形式

であることをロ口語は論証する｡

なお,〃tosay""tospeak"の2形式の分布はつぎのようになっている｡

284

Lisu Lolo Bur. Akha Bisu

*tosay'' be-?ah<*b記 be44 pWak-se (画一丘u) ×
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西田 :リス三吉比較研究(読)

Htospeak" khj(王h-?ah ＼･/ t菖htn-se

"totell" / ､ pr〇2-se

X kjトロE

X X

以上に示 した形態素分布のリス譜とロ口語の問に見 られる等象性は,両言語の音素形式の対

応闇係をも証明することになる｡これには,対応通則の設定のほかに,たとえば "waist"Lisu

dzbh-1ちhが 01dBur･krつよりも Nyilolodろu 22 :Ahilolodろu 44 により似ているといっ

た対応形の近似性も問題になる｡たしかにリス語は有声初頭音をもっているなどの点でロ口語

に近いけれども,その近似性を否定する事実がないわけでもない｡それはリス語 m-の一部に

ロ口語 n-が対応する事実である｡15)

"many" "monkey" "fur"

Nyi nq55

Abュ noll

Lisu ?ah-miah

BUT. a-mya2

nu55 nu 44

nll55 n苫 4Lt

m31, m血h

my〇k muy2

〃eyeり HhungryM

ne44 SZ ll n22

nle44Sa21 n144

miahsdlh mlb-?ah

myakt芭i mwat-se

この点で リス語をとらえてみるならば, すべて m-で対応するアカ語, ラフ語, ビルマ吉吾

に, リス語は,やはりより近いことになる｡

中国雲両省からビルマの北方にかけて分布するマル語,ラシ語の中にも, リス語のいわゆる

異源語に対応する形式があるOたとえば "tot)earachild"Lisu jih-Zえh xuh-?ahは Lahu

Shipうh-ve,LahuNapbhltu,Akhabb一尺ul,Bur.phwa2-se の共通形式 *bwO-とは対応せ

ず,Marukhao,Lashikhtlの共通形 *khu一にあたる｡

"path"Lisudzah-guhのはじめの形態素は,Bur.1am2 とは関係なく,Marukhj5Lashi

khj5の共通形 *khjd<*khrまに対応する｡Akhaga-ma,Bisuk軸-baもこの共通形式と同

源であろう｡

ビルマ ･ロ口語系のい くつもの支系を交叉して,同源形式を含んでいるリス語は,本当の意

味での linklanguageの役割を果たしていると言える｡この リス語の性格が極端に あらわれ

るのが,その異源語がチベ ット語に対応する場合である｡

15) my->nrの変化は,チベット語にもおこっている｡

Wr.Tibetan Lhasa Sigatse Chamdo
"insane" smyon-pa np¢nLpa1 np¢n1-pal np¢nLpal

"toexperience" myong npug3 npog3 npog3

金鵬 『蔵言吾泣薩｢1啄則Eq都話的比較研究』(北京 :科学出版社,1958)によるoなお聞宥 ｢論漢蔵語族

中m>np之法化｣は広範囲にこの現象をとり上げている｡『金倭,斉魯,華西三大学中国文化研究棄刊』
1巷(1941)0
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2. リス語とチベット語

(1) 〃boat''を意味するチベット･ビルマ共通形式として,*1つり,*gru,*hliyの 3形式を設

定できる｡この3形式の分布は,つぎのようになっている｡

E

gr｡

hl-y

*

*

*

urMa

X

r
2

u
n
U

B

b

VJ
･l

X

;

×

<a↓･･･⊥

Lashi Akha Bisu

x lb 16g

■l

∵

'rle

× ×

･B

x

sub

1～

u

t

一

.DTi

x

01LO

x

ugr

X44

×

,Sj.

リス語 tsuh-1Ihは,チベ ット語形 gruとビルマ語形 hliyの結合から出来ており,ビルマ･

ロ口語系の中で, リス語のみがチベット語との共通形式を保存していることになる｡

(2) "tobehot"を意味するチベ ット･ビルマ語形には,*hlつりと *tshaと *puの3形式

を設定でき,その分布ほっぎのようである｡

e

u

叩

ab

冗

,ij

×

L

h

su

x

.叩

×

,1

1

B

h

a

ha

tSh

ha

k

X

X

o

-

一

S

A

.J

hi

q

as

x

､ou

x

L

ll

u

り

ar

x

､au

x

M

1

e
｡
S

r

一

Bu

pu

X

X

nU

a

pu

仙

t

*

*

*

.ISu

X

L ib

x

T

Opa

X

sht

x

慧Hu

この例ではアカ語とリス語のみがチベット語 tsila-pOに対応する形式を保存している｡

(3) "star"を意味するビルマ ･ロロ共通形は *grayである｡

Bur. Maru Lashi Aklla Bisu LahuShュ LahuNa

*gray kray kyi kyi ?a-gul ?山一klil mをh-kih m血h-kthh

チベ ット語には,skar-ma"star"と gzab"planet"があり,この Skar-maが上述の gray

と同源形式であると考えられる｡ リス語 ku-zaは,ビルマ語形とチベット語形の結合から出

来ていて,ku-は *grayに,zaは gzabに対応する,

この単語構成法は Nyilolo語形 tq記 33ZCLll(AhilolotFa44ZO21)とも一致していて,Nyilolo

の tq記 33が *gray,Lisu ku一に対応し,ZCLllが *gzah,Lisuzaに対応する｡

(4) 〃toarrive''リス語 p色h(-je)-?ahは,チベット語 phet卜paに対応する.これと同源

形式はアカ語にもビス語にもラフ語にもそのほかの言葉にも見出し得ない｡

(5) "tobecold''リス語 gja-?ahは, チベ ット語形 hkhyags-paにもっとも近い｡しか

し,それと同源形式は,ほかの言葉にも保存されていて,Akha語の j0-gaga,LahuShik良一

veLahuNak孟IaMaru kj5-raがそれに対応する｡ビルマ語形 khyam 2-se"tobecold"は

同源異語幹の形式である｡
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(6) "towear"Lisugtlh-?ahは Tib.bgo～baにもっとも近い｡ビルマ ･ロロ共通形式と

して,"towear"には *waト と *dum一の2形式を設定できる｡Maru,Lashi,Bur.は waト

に,Akha,Bisu,Lahuは dum-に対応する｡ リス語は "股を着る"ときには gtlh-?ahを使

うが,"鞍(わらじ)をは ぐ'ときは "toputonthesandals''tshulh/邑id由h-?ah というOこ

の d(bh-?ahは Akha,Bisu,Lahuの dum一に対応する規則形式であるoリス語は対象によっ

て "toputOn"を分割して,"脂"には,チベット語と同源の gdh-?ahを使い,"杜"に限っ

て,ロ口語系の dum を保存したことになる｡

"towear" Bur. Maru Lashi Akha Bisu Lahu Lisu Tib.

*wat- wat-se ve woe 〉く :く × X X

*dum- >て ＼/ ン( dril t也m-qE dもh-ved(主h-?ah :く

*go- 〉't )二 ′ ､ )く X X ghh-?ah bgo-ba

(7) "tobeeasy"Lisusah-?ahは,マル語,ラシ語,ビルマ語,ロ口語の 1way-seには

対応せずに,チベ ット語 sla-baに対応する｡Lahut)ae-vaはビス語形と同じく,タイ語 t]aai

からの借用語である｡

そのほか,つぎのような例もリス語とチベット語が同源形式である可能性を示している｡

(8) "tolook"

(9) "toblow"

(10) "tongue"

(ll) "tohold"

(12) "stout''

(13) "wet"

(14) "night"

(15) "sickle"

(16) "friend"

Lisu

t&h-ni

gj苫-?ah

labt菖hce

t益hJah

phah-?ah

phahJah

muhkhua

mtlhtsh5h

guahtshbh

Tibetan

lta-ba

phurgyab-pa

ljagsく lajags(?)

stem-pa

sbom-pa

sbot)-ba"tosteep,soak"

dgot)S-mO

zor-ba

grOgS

以上に述べた リス語の異源語とロ口語およびチベット語との比較研究は,今後なおいっそう

押し進めることが可能である｡とくに前者の研究は, リス語とロ口語の同源形式全体を対象と

する一般対応通則の発 見 として進展させなければならないoもちろんその段 階 で は,Bisu,

Akha,Lahu,Bur.とも同源である形式を包含することになり,いっそう広範囲に同源語の分

布を追求する作業が要求されるのであろう｡
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む す び

1967年にアメリカの人類学者 RobbinsBurlingは ProtoLoZO-Buymeseと題する書物を出

版した｡16'Burlingは,その書物の中で,Burmese,Mar°,Atsi,Lisu,Lahu,Akha語の比較

研究を試みている｡その内容について,詳しい批判はここでは避けたいが,多 くの賛同できな

い証明が含まれている｡17)ここで問題としたいのは,Burlingが上 記 6種 の言語 を,Proto

LolO-Burmeseの構成員として,つぎのように位置づけた点にある｡

Proto-Lolo-Burmese

Proto-Burmish Proto-Loloish

/ > ､､ / / ↑ ＼ ＼
Burmese Atsi Maru Lisu Lahu Akba

私は,Bur.,Atsi,Maruの位置については,Lashi語が扱われていない点を除けば,とくに

異論はないが,Lisu,Lahu,Akha語はこのように簡単には配置できないと思う｡

Akha語はさきに述べたごとく,Bisu,Pyen,Phunoi語と一群をなし,Lahu語は LahuShi,

LahuNa,LahuNiなどと独白の一群を構成している｡Lisu語 (諸方言を含む)も,本稿で考

察したごとく,Burlingがここで全 く無視しているLoloproperにもかなり近いグループであ

る｡私はこのような系統樹表を作るのならば,今の段階では,つぎのようにするのが,より適

切であろうと考えている｡

Proto-Lolo-Burmese

l
E

Proto-Burmese Proto-Bisu-Akha Proto-Lisu-Lahu Proto-Lolo
I I I I

BUT.Marl1LashiAtsi AkhaBisuPhunoi Lisu Lahu NyiAhiNosu Han主
問題は Lisu,Lahu,Akha語を本来の意味での Loloishのグループに属させ 得るかどうかに

ある｡この問題は早急には解決できないが,Akha語は声調の性格からみて明らかにビルマ語

系に属するから,Bisu語などとともにビルマ語系により近い中間グループ として扱い,一方

16) InternationalJournalofAmer3'canLinguistics,Vol･33,Not1,partII(1967),101pp･
17) この書物に対する批判は Matisoffの LahuandProtoLolo-Burmese(Pre-Publicationcopy)
において取り上げられている｡なお6巻4号掲載予定の拙稿を見られたい｡cf.〔補註〕
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Lahu語とLisu譜は,Lolo譜系により近いグループとして考える〕つまりProtoLolO-Burmese

は四つの人きいグループから出来ているとしたい｡ しかし,正 直 にいって,私はいまのところ,

を経て,さらに検討しなければならないであろう｡

体系だった ProtoLolO-Burmese形式の誼L定は,まだ時期尚早であると思 うO実際の意 味で

の ProtoLoloは未だ出来ていないし,また ここで 考えている Lolo譜は Burlingが扱って

いる Lahu語や Lisu語に'd括されるような性格の言葉ではない｡

私は,このグループの車でもっとも形態素形式を豊信にもつビルマ語を中心として,

(1)Burmese-Maru-Lashi-Atsi, (2)Burmese-Akha-Bisu-Phunoi, (3)Burmese

一一一一Lahu諸語 (2.4とも闇通しながら), (4)Burmese一一Lisu(2,3とも闇適しながら), (5)

Burmese一一Lolo諸譜の各 subgroupの比較研究をステップごとに追っていくのが先決の重要

な仕事であると考えている｡ 拙稿 ｢ビス語の系統｣および ｢ビス譜の系統(紘)｣は,このうち

第2の段階を取り上げたものであり, 本稿も, 前稿 ｢リス譜比較研究 Ⅰ｣とともに, 上記第

4の段階を扱ったものである｡つぎの機会に第 3の段階の比較研究を目的とする ｢ラフ語比較

文法｣を捉出したい｡

〔補 注 〕

Burlingは Proto-Lolo-BurmeseのlF]で,Lisu譜の音素休系をつぎのようにまとめている｡

(pp.22-25)子音 39(うち単純二J㍉l'['-27,子音結合12)

ph phy th tSh ch kh

p py t ty ts c k

b by d dz J g

m my ∩ ny

f s 菖

w 1 ly r y

母 音 10

hW
w

w

w

IK

k

g

n
U

.n

6

X

Y
u

月
り
壬~山

=
U

前石 後舌 a 南平調

張唇 日展 脹層 冊唇 a lt]平調少し上昇する

･'L･l] 1 tl a u a 少し上札 終りが降る (緊喉母音)

申 e ¢ /へ 0 え 中平調

低 記 a a 低平調

a? 聞鎖音で終る音節

この体系は筆者の体系とも,既発表のそのほかのリス語の記述 (｢リス語の研究｣pp.50-51)

とも異なっている｡その異動については別の機会に論じたい｡
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